
【資料１】

　◆事務事業の概要◆

　◆将来ビジョン　持続可能な循環型社会の実現に向けた経済活性化戦略指標◆

　◆まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標別の数値目標及び重要業績評価指数（KPI）◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

指標

指標

375 375 209

418

375 375 209

750 750

令和元年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成30年度実績） 担当課 地域振興課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 2580

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

無し

細事業名（事務事業名） 女子ファンクラブ事業（交流居住・定住促進対策事業） 開始年度 H27 終了年度 R1

事業
概要

人口減少が進み、地域の過疎化、地域活力の低下が課題となっていることから、さど女子ファンクラブを設置し、会員を募
集をし、佐渡情報を積極的に提供し、佐渡体験モニターや交流会を実施することにより佐渡への来島を促す。

対象 首都圏在住の女性

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

佐渡の暮らし体験と交流を通じて佐渡ファンとなってもらい、会員ネットワークで新たなファンの増加と定期的に来島しても
らうことで、地域の賑わいと移住希望者の獲得に繋げる。

Do

将来ビジョン体系

地方創生体系

４　佐渡活性化に向けた地域づくり　（２）佐渡に暮らしたくなる元気で魅力的な地域づくり

基本目標３：生活しやすい環境を整え、若者の出会いから就業までを島全体で応援する。

雇用の促進と定住環境の充実 新規空き家情報登録件数 37件／年（H28) 40件／年

移住・定住の促進 若者定住支援数 24人／年（H28） 80人／年

項目名 戦略指標 H30年度現在 H31目標

移住定住への仕組みづくりの促進 若者定住支援数 24人／年（H28） 80人／年

目標（成果）指標名
単位

H29年度
実績値

H30年度（評価年度） R1年度
目標値指標の算式 目標値 実績値

移住者数
組 70 - 58 40

－

枝
番

細事業名
H29年度
決算額

R1年度
当初予算額

R2年度以降の
予算の方向性

目標（成果）指標名 単位 実績値 目標値 事業の方向性

H30年度
当初予算額

H30年度
予算現額

目標値

H30年度
決算額

実績値

来島者数 人 - -

女子ファンクラブ事業 484 1,534

事業 終了

750 750

-

418

-

2
予算

1
予算 不要

事業

事業

4
予算

3
予算

事業

事業
5

予算

県支出金

国庫支出金 242

地方債

一般財源 242 767

財
源
内
訳

767

事業費の合計（千円） 484 1,534

その他
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◆事務事業を構成する細事業の評価◆

枝
番

　細事業名

4

3

2

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

課題と対策妥当性 有効性 効率性

5

1

女子ファンクラブ事業

Ｃ Ｃ Ｃ

事業開始年度からモニターツアーと交流会を実施してきた。さど女子ファンク
ラブのコミュニティーも形成されていることから、今後はそれぞれが佐渡を応
援してもらえるようにしたい。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

R2年度予算要求見込額と
その増減理由(R1年度比）

予算要求無し

評価（担当課長） 事業の方向性 終了 予算の方向性 不要

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

事業開始から5年経過したが、現在は「さど女子ファンクラブ」を活用した体験モニターツアーを実施
しても、それが十分に活かされていない。今後は、女子ファンクラブの意見を取り入れた魅力的なツ
アー等が造成されるよう、観光振興課と連携し、更なる佐渡の魅力発信につなげたい。


